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し
か
し
、
現
実
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
が
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
起
き
て
い

ま
す
。
子
ど
も
へ
の
虐
待
や
い
じ
め
、
女

性
へ
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
人
・
外
国
人
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
和
地
区（
被
差
別
部
落
）出
身

と
い
う
だ
け
で
就
職
や
結
婚
な
ど
で
差
別

を
受
け
た
り
、
差
別
的
な
落
書
き
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ 
誹 

�
 
謗 
中
傷
す
る
内
容
の
書

��

き
込
み
な
ど
の
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
な
お
残
る
差
別
は
人
間
の
尊
厳
を
否

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

誰
も
が
安
心

し
て
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
ら
の
問
題
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
解
決
に
努
め
て

の
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
権
侵
害
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ

て
い
て
も
、
実
は
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な

い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
自
身
が
不
当
に
権
利
を
侵

害
さ
れ
る
問
題
に
比
べ
る
と
、
知
ら
な
い

誰
か
が
権
利
を
侵
害
さ
れ
る
問
題
は
あ
ま

り
重
大
事
と
し
て
関
心
を
持
て
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
は
ど
ち
ら
も

他
人
の
尊
厳
や
人
権
を
軽
く
扱
う
こ
と
か

ら
起
き
る
こ
と
で
あ
り
、
結
局
は
同
じ
問

題
な
の
で
す
。

　

人
は
、
得
て
し
て
他
人
よ
り
優
位
で
あ

り
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
り
、
と
き
と
し

て
そ
う
錯
覚
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
識
は
、
誰

の
心
に
も
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。
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■
証
明
書
の
請
求
の
た
め
に
窓
口
に

　

来
ら
れ
た
か
た
に
は
、
原
則
と
し

　

て
運
転
免
許
証
や
写
真
付
き
住
民

　

基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
写
真
付

　

き
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
に
よ

　

り
確
認
を
行
い
、
こ
の
方
法
に
よ

　

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
他
の

　

書
類（
健
康
保
健
証
や
年
金
手
帳

　

な
ど
）を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

　

の
確
認
と
な
り
ま
す
。

■
代
理
人
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
さ

　

ら
に
委
任
状
な
ど
の
書
面
に
よ
り

　

代
理
権
限
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

■
郵
送
で
の
請
求
は
申
請
書
の
他
に

　

本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
同
封
し
、

　

返
送
先
は
原
則
と
し
て
現
住
所
と

　

な
り
ま
す
。

■
偽
り
や
不
正
な
手
段
で
住
民
票
の

　

写
し
や
戸
籍
等
の
証
明
書
の
交
付

　

を
受
け
た
人
は
、刑
罰（
三
十
万
円

　

以
下
の
罰
金
）が
科
さ
れ
ま
す
。

■
戸
籍
の
証
明
書
を
受
け
取
る
に
は
、

　

正
当
な
理
由
を
詳
し
く
記
入
し
て

　

く
だ
さ
い
。た
だ
し
、戸
籍
に
記
載

　

さ
れ
て
い
る
か
た
、
ま
た
は
そ
の

　

配
偶
者
、
直
系
の
親
族
は
理
由
の

　

明
示
は
不
要
で
す
。

■
婚
姻
・
協
議
離
婚
・
養
子
縁
組
・
協

　

議
離
縁
ま
た
は
認
知
の
届
出
で
も
、

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
か
た
の
本
人
確

　

認
が
必
要
で
す
。

■
縁
組
等
の
届
出
を
受
理
し
な
い
よ

　

う
、
あ
ら
か
じ
め
不
受
理
申
出
す
る

　

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
を
請
求

　

で
き
る
場
合
が
、
次
の
よ
う
に
限

　

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
自
己
ま
た
は
自
己
と
同
一
世
帯

　
　

に
属
す
る
者
に
よ
る
請
求

　

②
国
・
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に

　
　

よ
る
請
求

　

③
上
記
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

　
　

住
民
票
の
記
載
事
項
を
確
認
す

　
　

る
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る

　
　

も
の
に
よ
る
請
求（
自
己
の
権

　
　

利
行
使
や
義
務
履
行
に
必
要
な

　
　

場
合
な
ど
）

　

※
転
出
・
転
入
等
の
届
出
の
た
め

　
　

に
窓
口
に
来
ら
れ
た
か
た
の
本

　
　

人
確
認
も
必
要
で
す
。

　

※
戸
籍
謄
本
や
戸
籍
の
附
票
の
写

　
　

し
等
の
請
求
は
、
本
籍
が
本
市

　
　

に
あ
る
か
た
が
対
象
で
す
。
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人
権
擁
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
に
村
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
美
子
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
任
、
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
玉
井
貴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
が
選
任
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
法
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
委
嘱
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

相
談
は
、
毎
月
第
二
・
四
火
曜

日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、

市
役
所
北
館
二
階
会
議
室
２
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
や
が
ら
せ
や
名
誉
棄
損
、

信
用
問
題
等
で
お
困
り
の
か
た

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
予
約
は
、
人
権
推
進
担
当
へ
。
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は児童福祉週間
て、豊かな愛
い手として、
をつくりま

画」を策定し、
り組みを進め

����

時　���　体
バレーボール・
ダンスの体験教
ーナー等　��
会場へ

��

�

��

　経済的理由により修学が困難で下記の要件
を満たしているかたは奨学金の申請を受け付
けます。

①高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門
　学校（１～３学年）、　盲学校・ろう学校・養護
　学校の高等部またはこれに準ずる学校の高
　等部に在学していること。
②申請者の生計を維持する人が、市内に居住　
　（住民登録・外国人登録）していること。
③申請者の生計を維持する人の年間所得額が
　基準額以下であること。

�����　５月19日（月）から
�����　６月２日～６月16日まで
�����　市内の公立高校生は各高校へ、　
　　　　　　その他のかたは管理課へ

　芦屋市立の小・中学校の保護者で、経済的理由に
より就学が困難なかたに、学用品・通学用品費、校
外活動費などの援助を行っています。
����　①生活保護を受けているかた
　　　　　②児童扶養手当を受けているかた
　　　　　③世帯の年間所得額が基準額以下のかた
�����　各学校へ申請してください。

�������	
���
���
��������	
���

�������	� ��������

���　10月17日～11月20日に、市民センター 301・302・常設
展示場・多目的ホールを文化活動等の成果発表の場として提
供。会場使用料の半額等を市が負担援助　���　市民主体
の団体　�����　市民センターで募集要項を配布。申請
書を５月26日（月）までに下記へ提出

�������	
��
��

　７月１日（火）より、日曜・祝祭日の大ホールの開館時間が、
午後９時30分までに延長となります。また、火曜日は休館日で
すが、火曜日が祝祭日と重なる場合は、大ホールは開館するこ
ととなりました。（そのほかの施設は従来通り休館です）

��������	
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� ���������������������

午前10時30
分前より開
センター３
生以上500円
　*満席の場
ただくこと

�

�

����

����
���

���

���　５月16日（金）午後１時30
分～３時　���　美術博物館講
義室　����歌・加藤純子氏、
ピ ア ノ・沖 倫 子 氏、Ｉ LOVE 
ASHIYA　��
��　要観覧料
※歌集のないか
たは歌集代1,000
円（『愛唱名歌』
野ばら社）
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�������������
��������� !�

����５月21日・６月18日・７月16日・８月
20日・９月17日（水）午後２時～３時30分　�
��　美術博物館講義室　����全５回の
古文書講座。『旅行用心集』などの版本や旅の
道中から家族へ出された手紙などを読む　�
��　30人　���　高槻市立しろあと歴史
館学芸員・西本幸嗣氏ほか当館学芸員　■�
��　2,000円（全５回分）　������往
復はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を明記
し、５月12日（月）＜必着＞で下記へ
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分
の
こ
と
と
し
て
考
え

解
決
に
努
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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自
分
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
り
、
他
人

の
人
権
を
侵
害
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
、

自
分
の
周
り
で
は
ま
っ
た
く
起
こ
っ
て
い

な
い
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　
「
子
ど
も
は
黙
っ
て
な
さ
い
」
と
か
「
も

う
年
な
ん
だ
か
ら
」
と
か
「
女
に
く
せ
に
」

と
い
っ
た
言
葉
を
と
き
ど
き
耳
に
し
ま
す

が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
こ
れ
ら
も
相
手

で
す

　

こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
人
権
問
題

は
全
く
の
他
人
事
と
し
て
済
ま
せ
ら
れ
る

人
な
ど
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�
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憲
法
週
間
を
機
会
に
、
自
分
の
周
り
で

差
別
が
起
き
て
い
な
い
か
、
ま
た
、
気
付

か
な
い
う
ち
に
周
り
の
人
の
心
を
傷
つ
け

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
振
り
返
り
、
人
権

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
家
庭
や
職
場

で
一
度
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

����

���　「芦屋市広報番組」の出演・企画等
���　企画会議（月１回）、番組出演（随時）
���　市内在住で18歳以上のかた
���　１番組出演につき図書券1,000円
�����　①作りたい番組の企画、②広
報番組の感想、③自己ＰＲと履歴書（市販の
もの・写真添付）を記入し、５月30日（金）ま
でに広報課（郵送可）へ

�������	
���
�����

��������	
��
���

�������	
��
����������

�������	�

　毎年５月５日の「こどもの日」から１週間は児
です。すべての子どもたちが家庭や地域におい
情に包まれながら、夢と希望をもって未来の担い
個性豊かにたくましく育っていける環境・社会を
しょう。
　本市では、「次世代育成支援対策推進行動計画
親子と子どもを取り巻く地域を支えるための取
ています。

�������	
	���
�����

���　５月５日（月・祝）午前10時～午後３時　
育館・青少年センター・川西運動場　��� バ
ラグビー・キッズテニス・卓球・陸上競技、ダ
室、おだんご作り、昔遊びコーナー、縁日コー
�　幼児～小学生と保護者　�����　当日会
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������������������

���　５月１日～29日午前９時～
午後５時15分（土・日・祝を除く）　
���　アジアの女性の強さや美しさ
を花と踊りなどと一緒に表現した作品展
���　男女共同参画センター
�������	
����
��������������

�������	
��
�　
���　５月２・９・16・23・30日（金）午後１時～４時　
���　夫婦・家族関係、心の悩みなど
��������������	
��

■��　５月７日・21日（水）　午後１時～４時
���　夫や親しい関係にある男性からの暴力（ＤＶ）
�������	
��
�������	�����

���　５月26日（月）午前10時～正午　���　ウィザス
あしや　���　子育て中の親（祖父母も含む）と子ども
（２歳以上就学前の幼児）　������　１人300円（先着
８人）　�����　５月１日より電話・窓口で受付
�������	
���

　男女共同参画センターに登録して、ネットワークを広げ
てみませんか？登録申請の手続きは下記のとおりです。
���　５月15日～30日（平日の午前９時～午後５時）　■
��　「男女共生社会」を目的の一つとして活動し、会員数
５人以上（市内在住・在勤者が６割以上）。１年以上の活動実
績があり政党、宗教、営利活動をしないこと　�����　
①登録申請書②規約または会則③会員名簿④本年度事業計
画書・予算書⑤前年度事業報告書・決算書登録申請時に提出

���　５月８日（木）午後２時～４時 ※毎月第２木曜
日定例　���　上記　���　アピールできるチラ
シ・ポスターを作ってみたい市民活動団体のメンバー４
グループ（先着順）　����あしや市民活動センターの
スタッフがアドバイス（見学可）　�����　上記へ

�������	
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���������	
��������������������	
����

�

��������	�
����
�����

� � �　５月17日（土）①午
分～②午後２時～（各回30分
場）　���　上宮川文化セ
階ホール　���　中学生
�����　直接会場へ　
合は入場を制限させていた
があります。

�

�

�������������������

�������������������
� �������	
��
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　３月８日のウィザスあしやフェスタ
で実施したバザーでは119,021円の収益
があり、すべてＤＶ被害者支援団体に
寄附しました。
　ご協力ありがとうございました。
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 �������　第20回　芦屋さくらまつり

��������　芦屋病院　動き出した地方独立行政法人化

������　　   芦屋市生活安全推進大会

 　　　　　　　   ふれあい芦屋マダン2008　

 ����������   歯の衛生週間（６/４～10）

��������   スポーツしよう！①　サンチアゴ・アカザワさん

������　　   主婦のソナタ　マラソンの誘い
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���　３月28日～６月29日　���　谷崎作品の世界と
画家との関連を、写真・書籍・書簡・画家たちの作品で紹
介　����　300円
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���　５月１日～25日（最終日午後３時まで）　���　
世界を代表する３Ｄアート（立体版画）の巨匠が描く、飛び
出すアート
の世界。
松井・イチ
ロー・野茂
が夢の競演
をする歴史
に残る作品
「メジャー・
ドリーム」
なども展示
����　
300円
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���　５月８日（木）午後１時30分～３時　���　谷崎
潤一郎記念館　���　「谷崎源氏」の朗読。『薄雲・槿』　�
��　グループＲＳＴ/岩佐光世氏・一花泰子氏　����
1,000円（入館料、ドリンク代含む）　���　先着30人　■
����　電話・ファクス・Ｅメールで上記へ
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���　６月４日（水）午前10時～午後５時　���　井上
正三氏と六甲山ローズウォークでスケッチ。ランチは、六甲
山ホテル（予定）　���　井上正三氏　����　8,000
円（昼食代含む）　■��　24人　■����　電話・ファ
クス・Ｅメールで上記へ
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���　６月７日（土）午後１時30分～　���　上記　
���　平成19年度中に公認の県大会以上で３位以内（県
大会は１位のみ）の成績を収めたかた　�����　５月
16日（金）までに上記へ
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���　国・地方公共団体、日本体育協会、学校体育団体等
の公認事業に出場する市民へ助成金を交付　���　地
域予選を経て県大会以上に出場する市民・標準記録に達し
て県大会以上に出場する市民・選抜されて全国大会に出場
する市民　�����　上記へ
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